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定例会の概要

本定例会は、令和３年度決算を審査する大切な会議で９月６日から30日までの25日間の会期
で開催しました。決算の審査は、決算特別委員会を設置し事業実績や課題とその対応策について議
論を深めました。なお、上程された、報告・人事・条例改正・予算・決算等の35議案については、
すべて原案のとおり適任、可決、認定としました。

● 住宅に関すること
●	議案第95号　飛騨市空家等の適正管理及び措置等に関する条例について
　空家等の適正管理に関する事項等を定めることにより地域の安全な生活環境の保全を図るための制定
◆	委員会審査での主なもの

Q  現在、特定空家に認定されている物件は全て所有者は分かっているのか
A  全ての特定空家の所有者は分かっている
● 議案第103号　飛騨市市営住宅条例等の一部を改正する条例について
　里子を同居親族として取り扱うための改正

● 税金に関すること
● 議案第97号　飛騨市税条例等の一部を改正する条例について
　 住宅借入金等特別控除の適用期限の延長等、市民税の負担軽減措置等の調整を図るため、地方税法等の

一部を改正する法律により地方税法が改正されたことに伴い、当該条例における個人市民税及び固定
資産税に関する規定についての改正
◆	委員会審査での主なもの

Q   住宅ローン控除の件で延長になることは市民にとって有利になると思う。市民税が７％から５％に
下がるとのことだが、当事者にとっては総合的に有利になるのか

A   住宅ローン控除については、所得税で控除仕切れなかった額が住民税で控除できるものであって、所
得税が無い人は住民税から控除できる

● 裁判に関すること
● 議案第98号　裁判上の和解について
　 令和元年12月13日に岐阜地方裁判所に対し訴訟提起した損害賠償請求事件について、同裁判所から示

された和解勧告に基づき和解するため
● 農林水産業に関すること

● 議案第99号　字地域の変更について（宮川町大無雁・落合Ⅴ地区）
　地籍調査の結果、地方自治法第260条第１項の規定により字の地域を変更するもの
◆	委員会審査での主なもの

Q   地籍調査はいつまでかかるのか
A   これまで通りの方法だと200年かかる
● 議案第100号　飛騨市林業・木工技術者等修学資金貸与条例の一部を改正する条例について
　修学資金貸与条件の拡充に伴う改正
◆	委員会審査での主なもの

Q   各年の貸付対象者は1名であるのに、貸与金額が違う理由は
A   学科によって授業料等が違うことによる
●  議案第101号　飛騨市肉用繫殖雌牛導入基金条例及び飛騨市乳用牛導入基金条例の一部を改正する
条例について

　被貸与者の賠償責任及び損害賠償の免除要件を条例に制定するための改正
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◆	委員会審査での主なもの

Q   市長特認の例は
A   獣医師の診療もなく突然牛が亡くなった場合などを想定している
● 議案第102号　飛騨市地域産業振興施設条例の一部を改正する条例について
　朝開町農産物直売施設の廃止に伴う改正
◆	委員会審査での主なもの

Q   普通財産に移行した後、荒れ放題にならないか
A   土地建物をしっかりと管理するよう管財課に引き継ぐ
● 人事案件に関すること

● 議案第93・94号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
　泉　　初枝（宮川町）
　小林　惠子（河合町）
　【任命期間】　令和４年７月１日から令和７年６月30日までの３年間

● 職員の給与等に関すること
● 議案第96号　飛騨市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴う改正

● 予算に関すること

令和4年度補正予算
● 議案第104号　令和４年度飛騨市一般会計補正予算（補正第３号）
　15億7,847万７千円を増額、補正後の予算額は、208億7,852万３千円
● 議案第105号　令和４年度飛騨市国民健康保険特別会計補正予算（補正第１号）
　 事業勘定の8,280万円を増額、補正後の予算額は、27億7,968万円、直営診療施設勘定の112万８千円を

増額、２億292万８千円
● 議案第106号　令和４年度飛騨市介護保険特別会計補正予算（補正第１号）
　9,685万８千円を増額、補正後の予算額は、34億3,785万８千円
● 議案第107号　令和４年度飛騨市公共下水道事業特別会計補正予算（補正第１号）
　5,655万３千円を減額、補正後の予算額は、12憶1,144万7千円
● 議案第108号　令和４年度飛騨市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（補正第１号）
　124万４千円を増額、補正後の予算額は、１憶8,424万４千円
● 議案第109号　令和４年度飛騨市農村下水道事業特別会計補正予算（補正第１号）
　726万円を増額、補正後の予算額は、３憶4,426万円
● 議案第110号　令和４年度飛騨市下水道汚泥処理事業特別会計補正予算（補正第１号）
　922万８千円を増額、補正後の予算額は、１憶8,622万８千円
● 議案第111号　令和４年度飛騨市情報施設特別会計補正予算（補正第１号）
　800万円を増額、補正後の予算額は、２憶8,500万円
● 議案第112号　令和４年度飛騨市水道事業会計補正予算（補正第１号）
　804万円を増額、補正後の予算額は、５憶5,052万６千円
◆	委員会審査での主なもの

総　務　部

Q  太陽光発電を５カ所設置となっているが、初期費用とメンテナンス費用をかけない PPA 方式なのか
A  PPA 方式は難しいため、それ以外の方法を考えている
企　画　部

Q  域学連携事業補助金を交付するにあたって、地域テーマでどのような議論がされたのか
A  大正大学については地域資源の掘り起こし、静岡大学については関係人口をテーマにしている
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市民福祉部

Q  住民票等コンビニ交付の導入について、導入予定件数は
A  現時点で全国５万6,000の店舗で使用できる。市内では５店舗である
環境水道部

Q  光熱水費はこれから先３月までを考えての試算か
A  市有施設全体を一律に計上する必要があることから、当初予算に対して約５割増しで計上している
商工観光部

Q  ロケツーリズムの推進事業について、具体的な助成金はいくらなのか
A  今年度の寄付額が現在1,295万円で予算計上している
基盤整備部

Q  除雪の転落防止について、今年の冬の一般市民向けの対策等はするのか
A  検証をして効果があるという結論に至れば、令和６年度の本格実施に向けて進めていきたい
消 防 本 部

Q   訴訟委託料254万8,000円となっているが、これは弁護士の訴訟費用に係った報酬料という考えで
よいか

A  訴訟費用に関しては令和元年の訴訟時に着手金として一部支払っているが、今回の額は成功報酬である
● 認定に関すること

令和3年度歳入歳出決算
●	認定第１号　令和３年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第２号　令和３年度飛騨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第３号　令和３年度飛騨市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第４号　令和３年度飛騨市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第５号　令和３年度飛騨市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第６号　令和３年度飛騨市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第７号　令和３年度飛騨市農村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第８号　令和３年度飛騨市個別排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第９号　令和３年度飛騨市下水道汚泥処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第10号　令和３年度飛騨市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第11号　令和３年度飛騨市情報施設特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第12号　令和３年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定について
●	認定第13号　令和３年度飛騨市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について
●	認定第14号　令和３年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定について
◆	委員会審査での主なもの

総　務　部

Q  防災備蓄品の賞味期限や消費期限のある食料品の更新計画はどう考えているか
A  食料品等は５年で期限がくる、現在２万4,000食が２年後に期限が来るので半分ずつ更新する
環境水道部

Q  プラゴミ収集で回収できないものはどのくらいあるのか
A  一日あたり青いコンテナ内に１～２個ある。回収できない袋も月に20数個ある
神岡振興事務所

Q  レールマウンテンバイクの補助事業についての調査とは
A  点検事業策定の方向性を計画するための補助制度がないか含めて調査
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河合振興事務所

Q  止利仏師の展示は今後常設するのか
A  宮道具等の借り物は返すが、市で管理の持ち物は河合小等で展示をしていきたい
宮川振興事務所

Q  池ヶ原湿原トイレの今後の予定は
A  常設・循環式含め今より良い環境で使えるものを検討する
基盤整備部

Q   農地に排雪された堆雪について苦情はないのか。業者も苦労しているので地権者に協力金を出せな
いのか

A  苦情はあるが、協力金は出せない。各自治会の区長を通して地権者にお願いしている
農　林　部

Q   米価の下落で農家は大丈夫か
A  飯米から飼料米（WCS）に移行して、米価を安定させる。機械化（スマート農業）で単価を下げる
市民福祉部

Q   多重債務に対する相談支援の実績はどうか
A  支援を入れないと将来がみえてこなかった。支援で立ち直れたと思う
商工観光部

Q   観光協会の在り方をどう考えているのか
A  協会各支部からいただいているいろいろな意見やまちづくりの観点を踏まえて検討している
教育委員会事務局

Q   スクールバスで子供の置き去り事件が起きているが、市ではスクールバスの運転手が最後確認すると
いうようなルールはあるのか

A   運行会社に委託しているので、バス会社に帰ってからバスの清掃等も行い車内を確認していると聞い
ている

● 給食費特別会計について
Q   飛騨地域には委託する民間業者はいくつかあるのか
A   職員は地元の人がほとんどで、業者はプロポーザル方式の企画提案型で全国より募集があると考える
病院事務局

Q   市民病院は市の考えが反映される病院として、今後も維持運営されるということでいいのか
A   市にとって不可欠な病院であって絶対無くさないというのが大前提で、今後もしっかり運営していき

たい
● 報告に関すること

● 報告第４号　株式会社飛騨ゆいの経営状況報告について
　市が２分の１以上出資している団体の経営状況の報告
Q   ふれあい広場の新たな委託とは何か
A  市外のグラウンド整備の業務を請け負っている

12 月定例会  日程予定
11月29日㈫ 本会議（開会日） 12月12日㈪ 常任委員会（付託案件審査）
12月 7日㈬ 一般質問（１日目） 13日㈫ 予算特別委員会

8日㈭ 一般質問（２日目） 14日㈬ 本会議（閉会日）
※ 日程は議会運営委員会で協議し、変更となる場合があります


